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!!"#$%試 験 地 受 験 番 号 氏 名

⎧
⎜
⎜
⎜
⎩

&'()*+ は上欄のほか亜本日の受験地と仮受験番号を記入してください。

本日の受験地 仮受験番号 仮―

⎫
⎜
⎜
⎜
⎭

,- ./ 01

!2!3456789:;<'
"=<'>?@A$BC%

,- ./ 0 D E FF G#G%

次の注意事項をよく読んでから始めてください。

〔H I J K 〕

&唖ページ数は亜表紙を入れて LMページです。

'唖試験時間は亜 LN O LP QRS LT O LP Q です。

(唖問題の解答の仕方は亜下記によってください。

イ唖〔No唖51〕〜〔No唖70〕までの UV >? は亜W>?XYZ してください。

ロ唖〔No唖71〕〜〔No唖82〕までの LU >? のうちから亜 [ >?X\]^ 亜YZ してください。

)唖選択問題は亜解答数が_;`Xabcde 亜fghijkl から注意してください。

*唖解答は亜別のYZmn に亜o HBpBqrsRqtuvwxytz で記入してください。

それ以外の{vzxy 茜|}yxy 茜~rsi•X€m^cde• 亜‚gƒ„k…† 。

+唖問題は亜‡ˆ]‰Š です。正解と思う肢の番号を次の例にしたがって塗りつぶしてください。

それ以外の場合は亜採点されないことがあります。

マーク例 ● 塗りつぶし

,唖マークを訂正する場合は亜消しゴムできれいに消して訂正してください。

-唖解答用紙は亜雑書きしたり亜よごしたり亜折り曲げたりしないでください。

.唖この問題用紙は亜計算等に使用しても差し支えありません。

10唖この問題用紙は亜午後の部の試験終了時まで在席した方のうち亜希望者は持ち帰ることができ

ます。途中退席者や希望しない方の問題用紙は亜回収します。
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※ >?‹Œ 〔No阿51〕〜〔No阿70〕までの UV >? は亜W>?XYZ してください。

〔No唖 51〕 工事現場における材料の保管に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 プレキャストコンクリートの床部材は平置きとし亜上下の台木が鉛直線上に同位置になる

ように積み重ねて保管した。

2唖 高力ボルトは亜工事現場受入れ時に包装を開封し亜全数を確認してから乾燥した場所に亜

等級別亜サイズ別に整理して保管した。

3唖 板ガラスは亜車輪付き裸台で搬入し亜できるだけ乾燥した場所に裸台に乗せたまま保管した。

4唖 断熱用の硬質ウレタンフォーム保温板は亜反りぐせを防止するため亜平坦な敷台の上に平

積みで保管した。

〔No唖 52〕 建設業者が作成する建設工事の記録等に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 承認あるいは協議を行わなければならない事項については亜それらの経過内容の記録を作

成し亜元請の建設業者と工事監理者が双方で確認したものを工事監理者に提出する。

2唖 試験及び検査については亜設計図書に示す!" に# する$ 合%を&' するに( る) 料を*

えて記録を作成する。

3唖 建設工事の+ 工において,- に./ て作成した工事内容に関する0 注者との1 合せ記録は亜

元請の建設業者がその2 付の日から 10 3 間保4 する。

4唖 建設工事の+ 工において,- に./ て作成した5 成図は亜元請の建設業者が建設工事の6

78 の9: しの日から 10 3 間保4 する。
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〔No唖 53〕 建; 工事の+ 工<= とコストとの>?7 な関@を表すA ラフとして亜•Ž•‘iŽB は

どれか。

1唖

3唖

2唖

4唖

〔No唖 54〕 工B 計C に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 使用DE なFGHI のJK 及び2LMN に./ て亜使用重O 及び搬入車P のE 力をQR し

た工B 計C をS てる。

2唖 工事用OT がUV して作業をW+ しX るように作業YZ を[ め亜工事用OT の\]^ をで

きるだけ_ なくする。

3唖 工` がa[ され亜工事内容がbc7 容d で亜また+ 工We や経験がf い工事の場合は亜積

上方ghZ 行ij を用いて工B 表を作成する。

4唖 工Bkl を図るために行う工mのno は亜p 工mの作業数q が同等になるように計C する。
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〔No唖 55〕 高r 建; のst 工事において亜所- 工` 算出のためのp 作業の>?7 なEu に関する記

述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 タv ークレーンのw 重x ース数は亜&日y たり 40 x ースとした。

2唖 z{ クレーンを| 用するため亜タv ークレーンのst 建方作業のみに} める時間のo 合を亜

30 ~ とした。

3唖 現場•€ は亜•€ 工&• &日y たりボ‚ クスƒ で'本亜„ で*…所とした。

4唖 タv ークレーンの&回のクライ† ンA に- する日数は亜1‡5 日とした。

〔No唖 5ˆ 〕 次の!" の工事の‰所- 日数として亜’^“ŽB はどれか。

ただし亜h j 内はp 作業の所- 日数である。

!"

イ唖作業Šh (日j 及び‹h )日j は亜同時にŒ工できる。

ロ唖作業•h +日j は亜作業Š 及び‹ が5 了後亜作業を開始できる。

Ž 唖作業•h *日j 及び•h -日j は亜作業‹ が5 了後亜作業を開始できる。

‘ 唖作業’h )日j は亜作業• 及び• が5 了後亜作業を開始できる。

“ 唖作業• 及び’ が5 了したとき亜全工事は5 了する。

1唖 11 日

2唖 12 日

3唖 13 日

4唖 14 日

〔No唖 57〕 + 工” 質管理表h•– 工B 表j の作成に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 工—別˜ は部位別とし亜管理項6 は作業の重-= に関わら™+ 工工B にš って›œ る。

2唖 工事監理者亜+ 工管理者及び•ž 工事業者のŸon  を' 記する。

3唖 管理¡ を外れた場合の¢ 置をあらか/ め[ めておく。

4唖 p 作業の+ 工!" 及び+ 工数q を' 記する。
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〔No唖 58〕 £¤¥ • ¦ 000h” 質マ§ ジ¨ ント© スª ム«¬ 本及び用­j の用­ の[® に関する記述と

して亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 マ§ ジ¨ ント© スª ムとは亜方¯ 及び6° 亜› びにその6° を± 成するためのプロ² スを

確S するための亜³´ に関U する˜ は³´ に作用する亜µ¶ の>U の-· をいう。

2唖 ¸ 正¹ 置とは亜\$ 合のº» を¼½ し亜¾0 を防止するための¢ 置をいう。

3唖 トレーサ¿ リªÀ とは亜設[ された6° を± 成するための#Á の$Â% 亜Ãy%˜ はÄÅ

%を確[ するために行われるÆÇ をいう。

4唖 ” 質マ§ ジ¨ ントとは亜” 質に関してµ¶ をaÈ し亜管理するためのÉ 整されたÆÇ をいう。

〔No唖 5¦ 〕 ” 質管理におけるÊ= に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 Ë ーª ンウォール工事において亜プレキャストコンクリートË ーª ンウォール部材のÌ 付

け位置のÍÎÏ 容差のうち亜6 地のJ については亜哀 5 ÐÐ とした。

2唖 コンクリート工事において亜コンクリート部材の設計図書に示された位置に# するp 部材

の位置のÏ 容差は亜哀 20 ÐÐ とした。

3唖 コンクリート工事において亜¿‘ ル床© ート下地のコンクリートG の仕上がりの平坦さは亜

3 Ð につき 7 ÐÐ 以下とした。

4唖 st 工事において亜スタ‚Ñ•€ 後のÒ 付きスタ‚Ñ のÓ きのÔÕÏ 容差は亜10 Ö以下と

した。

〔No唖 ˆ 0〕 ” 質管理図に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 ×hØ‚ クスÙ ーj 管理図は亜サンプルのÚÛ のÜÝ¡ を用いて工BÞß をàá するため

の計q¡ 管理図である。

2唖 âãhØäx ーj 管理図は亜サンプルサイズが>[ の場合に亜所å のnæ 項6 にçy するè

位の数をàá するための計数¡ 管理図である。

3唖 éhê ールj 管理図は亜ë のìí を用いてîÇ をàá するための計q¡ 管理図である。

4唖 ïhØ スj 管理図は亜ë の°ßð 差を用いてîÇ をàá するための計q¡ 管理図である。
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〔No唖 ˆ 1〕 ” 質管理における検査に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 受入検査は亜ñò したº 材料亜部” 亜ó” などを受け入れるôõ で行う検査で亜ö÷ 工B

に>[ の” 質Þß のものをø すことを67 で行う。

2唖 中間検査は亜\ù なロ‚ トが次工B に: らないように亜事F にÌ り¼くことによってúû

を_ なくするために行う。

3唖 üÌ 検査は亜ýV7 に\ùu がþ きく亜ÿ められた” 質Þß に! 正しなければならない場

合に行う。

4唖 検査とは亜$Â なÝ[ 亜試験亜˜ は" ージ合せを# った亜ÜÝ 及び$[ による$ 合%àá

をいう。

〔No唖 ˆ 2〕 s% のガス&€ýY の外Ü 検査の'( 亜\ 合) となった&€ 部の¢ 置に関する記述とし

て亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 &€ 部の* くらみの直+ がM[¡ に, たない場合は亜¾- 熱し& 力を- えて所[ の* くら

みに! 正する。

2唖 &€ 部の* くらみが. しいつ
・

ば
・

/ の場合は亜&€ 部をÂ りÌ って¾&€ する。

3唖 &€ 部における³´ のs% のð0q がM[¡ を1 えた場合は亜¾- 熱し& 力を- えてð0

を! 正する。

4唖 &€G の™れがM[¡ を1 えた場合は亜&€ 部をÂ りÌ って¾&€ する。

〔No唖 ˆ 3〕 仕上工事における試験及び検査に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 工場塗装において亜s2G のさび止め塗装の塗34 の確認は亜硬5 乾燥後に6784 計を

用いて行った。

2唖 ê スフ9 ルト防Þ 工事において亜下地コンクリートの乾燥:; の確認は亜高<=Þn 計を

用いて行った。

3唖 タイル> り工事において亜タイルの浮きの1 音検査は亜リÙ ウンÑŽ ンマーh© ュ†‚ ト

Ž ンマーj を用いて行った。

4唖 室内空気中に含まれる“ ルムê ルデヒÑ の濃=Ý[ は亜パ‚© ブi 採ÌO 器を用いて行った。
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〔No唖 ˆ 4〕 労^ 災û に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 労^ú 失日数は亜> 時全労^\E の場合亜暦日による休業日数に
300
3ˆ 5

を乗/ て算出する。

2唖 = 数u は亜災û0ö の頻= を表すもので亜100 万延œW労^ 時間y たりの延œ労^ú 失日

数を示す。

3唖 3 千•u は亜労^ 者 1,000 •y たりの&3 間の死傷者数を示す。

4唖 >? に重þ 災û とは亜> 時に(名以上の労^ 者が死傷˜ は罹
り

病した災û をいう。

〔No唖 ˆ 5〕 市街地の建; 工事における公衆災û 防止# 策に関する記述として亜•Ž••‘iŽB は

どれか。

1唖 歩行者がf い…所であったため亜歩行者が安全にL 行できるよう亜車H とは別にJ 1‡5 Ð

の歩行者用LI を確保した。

2唖 HI のL 行をNÔ する,- があり亜NÔ 後の車線が'車線となるので亜その車HJK を

5‡5 Ð とした。

3唖 建; 工事を行う部n の地盤G からの高さが 20 Ð なので亜防護棚を'ô 設置した。

4唖 防護棚は亜外部( 場の外側からÞ 平距離で2 Ð 突き出し亜Þ 平G となす角= を15 = とした。

〔No唖 ˆˆ 〕 作業主任者の職務として亜0労^ 安全衛öÎ 1上亜;”S„•“i“ŽB はどれか。

1唖 i 枠支保工のµS て等作業主任者は亜作業の方Î をÿ[ し亜作業を直€aÈ すること。

2唖 木造建;8 のµS て等作業主任者は亜作業の方Î 及びZ 序をÿ[ し亜作業を直€aÈ する

こと。

3唖 ( 場のµS て等作業主任者は亜作業の方Î 及び労^ 者の配置をÿ[ し亜作業の進行: 況を

監視すること。

4唖 建;8 等のst のµS て等作業主任者は亜作業の方Î 及びZ 序を作業計C として[ めること。

〔No唖 ˆ 7〕 ( 場に関する記述として亜•Ž••‘iŽB はどれか。

1唖 è 管( 場の壁つなぎの間隔は亜垂直方向 5‡5 Ð 以下亜Þ 平方向 5 Ð 以下とする。

2唖 è 管( 場の建地間の積載荷重は亜400 kg 以下とする。

3唖 枠µ( 場の使用高さは亜L 常使用の場合 45 Ð 以下とする。

4唖 枠µ( 場に設ける高さ 8 Ð 以上のõô には亜 7 Ð 以内ごとに踊場を設ける。
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〔No唖 ˆ 8〕 事業者が行わなければならない点検に関する記述として亜0労^ 安全衛öM 則1上亜–—

•“˜ŽB はどれか。

1唖 車P 系建設OT を用いて作業を行うときは亜その日の作業を開始するF に亜ブレーキ及び

クラツチのOE について点検を行わなければならない。

2唖 つり( 場における作業を行うときは亜その日の作業を開始するF に亜脚部の沈下及び滑Ç

の:; について点検を行わなければならない。

3唖 高所作業車を用いて作業を行うときは亜その日の作業を開始するF に亜NÇ 装置亜操作装

置及び作業装置のOE について点検を行わなければならない。

4唖 作業構台における作業を行うときは亜その日の作業を開始するF に亜作業を行う…所に設

けたY すり等及び中桟等のÌ り外し及び脱落のÄ 無について点検を行わなければならない。

〔No唖 ˆ¦ 〕 つり上げ荷重が 0‡5 t 以上の移Çg クレーンを用いて作業を行う場合に事業者の講™œ

き¹ 置として亜0クレーン等安全M 則1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 移Çg クレーンの運転の合図について亜合図を行う者をa 名し亜その者に合図の方Î を[

めさせた。

2唖 移Çg クレーンの玉掛け用具として使用するv イヤロープは亜安全@数が+以上のものを

使用させた。

3唖 移Çg クレーンの玉掛け用具として使用するv イヤロープは亜直+ が公称+ の ¦ 2 ~ だっ

たので使用させなかった。

4唖 移Çg クレーンの上部旋回体の旋回ìí 内に亜労^ 者がS ち入らないようにさせた。

〔No唖 70〕 ÄO• 剤作業主任者の職務として亜0ÄO• 剤中毒予防M 則1上亜;”S„•“i“ŽB

はどれか。

1唖 屋内作業場においてÄO• 剤業務に労^ 者を従事させるときは亜作業中の労^ 者がÄO•

剤の• 体に及ぼす作用を容d に知ることができるよう亜見やすい場所に掲示すること。

2唖 作業に従事する労^ 者がÄO• 剤により汚染され亜˜ はこれを吸入しないように亜作業の

方Î をÿ[ し亜労^ 者をaÈ すること。

3唖 局所排気装置亜プ‚© ュプルi 換気装置˜ は全体換気装置を&月を1 えない` 間ごとに点

検すること。

4唖 保護具の使用: 況を監視すること。
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※ >?‹Œ 〔No阿71〕〜〔No阿82〕までの LU >? のうちから亜[ >?X\]^ 亜YZ してください。

〔No唖 71〕 用­ の[® に関する記述として亜0建;¬ßÎ 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 床が地盤G 下にあるõ で亜床G から地盤G までの高さがそのõ の天井の高さの
1
3

以上の

ものは亜地õ である。

2唖 建;8 の構造上重- でない間仕Â 壁の過半の模様替は亜þM 模の模様替である。

3唖 高架の工作8 内に設ける店舗は亜建;8 である。

4唖 > の建;8˜ は用途上\Dn の関@にある'以上の建;8 のある> 団の土地は亜敷地である。

〔No唖 72〕 次の記述のうち亜0建;¬ßÎ 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 s% コンクリート造(õ 建の既4 の建;8 にØ レベーターを設ける場合においては亜確認

済& の2 付を受けなければならない。

2唖 st 造'õ 建亜延œG 積 200 Ð 2 の建;8 の新; 工事において亜特[ 行政庁の仮使用の承認

を受けたときは亜建; 主は検査済& の2 付を受けるF においても亜仮に亜yç 建;8 を使

用することができる。

3唖 防火地域及びß 防火地域外において建;8 を改; しようとする場合で亜その改; に@る部

n の床G 積の合計が 10 Ð 2 以内のときは亜建; 確認申請書の提出は,- ない。

4唖 確認済& の2 付を受けた建;8 の5 了検査を受けようとする建; 主は亜工事が5 了した日

から*日以内に亜建; 主事に到± するように検査の申請をしなければならない。

〔No唖 73〕 次の記述のうち亜0建;¬ßÎ 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 共同住宅のp 戸のÕ 壁を給Þ 管が貫L する場合においては亜yç 管とÕ 壁とのすき間をモ

ルタルその他の\ 燃材料で埋めなければならない。

2唖 ß 防火地域内のst 造'õ 建亜延œG 積 1,000 Ð 2 の倉庫は亜耐火建;8˜ はß 耐火建;8

としなければならない。

3唖 主- 構造部を耐火構造とした建;8 で亜延œG 積が1,500 Ð 2 を1 えるものは亜º 則として亜

床G 積の合計 1,500 Ð 2 以内ごとに&時間ß 耐火¬ß に$ 合するß 耐火構造の床若しくは

壁˜ は特[ 防火設備でmC しなければならない。

4唖 政令で[ める窓その他の開口部をÄ しない事務所の事務室は亜その事務室をmC する主-

構造部をß 耐火構造とし亜˜ は\ 燃材料で造らなければならない。
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〔No唖 74〕 建設業のÏD に関する記述として亜0建設業Î 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 建設業のÏD は亜*3 ごとにその更新を受けなければ亜その` 間の経過によって亜そのÅ

力を失う。

2唖 建設業のÏD を受けた建設業者は亜ÏD を受けてから(3 以内に営業を開始せ™亜˜ は9

きV いて&3 以上営業を休止した場合は亜yçÏD をÌ り消される。

3唖 工事&" の請負代金の額が建; 工事にあっては 1,500 万円に, たない工事˜ は延œG 積が

150 Ð 2 に, たない木造住宅工事は亜建設業のみを請け負う場合は亜建設業のÏD を,- と

しない。

4唖 建設業者は亜ÏD を受けた建設業に@る建設工事を請け負う場合亜yç 建設工事に附帯す

る他の建設業に@る建設工事を請け負うことができる。

〔No唖 75〕 請負契約に関する記述として亜0建設業Î 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 請負契約においては亜注文者が工事の全部˜ は> 部の5 成を確認するための検査の時` 及

び方Î› びに9: しの時` に関する事項を書G に記載しなければならない。

2唖 注文者は亜請負契約の締' 後亜自己のÌ9 上の地位を\y に利用して亜建設工事に使用す

る) 材やOT 器具の購入先をa[ して請負• に購入させ亜その利益をû してはならない。

3唖 請負• は亜請負契約の履行に関し亜工事現場に現場代理• を置く場合亜注文者の承諾をX

なければならない。

4唖 共同住宅を新; する建設工事の場合亜建設業者は亜その請け負った建設工事を亜いかなる

方Î をもってするかを問わ™亜> 括して他• に請け負わせてはならない。

〔No唖 7ˆ 〕 工事現場に置く技術者に関する記述として亜0建設業Î 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 • 任の者でなければならない監理技術者は亜yç 選任の` 間中のい™れの日においてもそ

の日のF ,3 以内に行われた国土2Lþ 臣の登録を受けた講習を受講していなければなら

ない。

2唖 >? 建設業のÏD を受けた者が亜下請けとして工事金額が 450 万円の防Þ 工事を請け負っ

た場合亜主任技術者を置かなければならない。

3唖 0 注者から直€ 建;>g 工事を請け負った特[ 建設業者が亜下請契約の‰額が ˆ ,000 万円

以上となる工事を+ 工する場合亜工事現場に置く技術者は亜監理技術者でなければなら

ない。

4唖 公共%のある+ 設˜ はf 数の者が利用する+ 設に関する重- な建設工事で亜政令で[ める

ものについては亜主任技術者˜ は監理技術者は亜工事現場ごとに亜• 任の者でなければな

らない。
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〔No唖 77〕 労^ 時間等に関する記述として亜0労^¬ßÎ 1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 労^ 時間亜休憩及び休日に関するM[ は亜監督˜ は管理の地位にある者には$ 用されない。

2唖 使用者は亜労^ 時間が-時間を1 える場合には亜_ なくとも&時間の休憩時間を労^ 時間

の途中にå えなければならない。

3唖 使用者は亜労^ 者の合意があれば休憩時間中であっても亜留守番等の軽8 な作業であれば

命™ることができる。

4唖 使用者は亜労^ 者に# し毎週_ なくとも&回の休日をå えるか亜˜ は)週間をL/ )日以

上の休日をå えなければならない。

〔No唖 78〕 建設業の事業場における安全衛ö 管理体N に関する記述として亜0労^ 安全衛öÎ 1上亜

–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 事業者は亜常時 10 • の労^ 者を使用する事業場では亜安全衛ö 推進者を選任しなければ

ならない。

2唖 事業者は亜常時 30 • の労^ 者を使用する事業場では亜安全管理者を選任しなければなら

ない。

3唖 事業者は亜常時 50 • の労^ 者を使用する事業場では亜衛ö 管理者を選任しなければなら

ない。

4唖 事業者は亜常時 100 • の労^ 者を使用する事業場では亜安全委K 会及び衛ö 委K 会亜˜ は

安全衛ö 委K 会を設けなければならない。

〔No唖 7¦ 〕 建設現場における次の業務のうち亜0労^ 安全衛öÎ 1上亜都H 府県労^ 局長のyç 業務

に@る免Ï を™šhl˜ŽB はどれか。

1唖 最þ 積載q が 1 t 以上の\ 整地運搬車の運転の業務

2唖 最þ 荷重が 1 t 以上のフォークリフトの運転の業務

3唖 つり上げ荷重が 5 t 以上の移Çg クレーンの運転の業務

4唖 作業床の高さが 10 Ð 以上の高所作業車の運転の業務
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〔No唖 80〕 次の記述のうち亜0廃棄8 の¢ 理及び清掃に関するÎ 律1上亜–—•“˜ŽB はどれか。

ただし亜特別管理÷ 業廃棄8 を¼くものとする。

1唖 ÷ 業廃棄8 の運搬˜ は収集を行う車P は亜÷ 業廃棄8 運搬車である旨の事項を表示し亜かつ亜

yç 運搬車に環境省令で[ める書G を備え付けておかなければならない。

2唖 事業者は亜÷ 業廃棄8 を自ら運搬する場合亜管轄する都H 府県知事のÏD を受けなければ

ならない。

3唖 事業者は亜÷ 業廃棄8 の¾ö を委託する場合亜その¾ö+ 設の所在地亜¾ö 方Î 及び¾ö

に@る+ 設のE 力を委託契約書に含めなければならない。

4唖 事業者は亜÷ 業廃棄8 の運搬˜ は¢n を委託する場合亜委託契約書及び環境省令で[ める

書G を亜その契約の終了の日から*3 間保4 しなければならない。

〔No唖 81〕 宅地以外の土地を宅地にするため亜土地の/ 質のî 更を行う場合亜0宅地造成等MNÎ 1

上亜宅地造成に›‘^i“ŽB はどれか。

1唖 Â 土をする土地のG 積が ˆ 00 Ð 2 であって亜Â 土をした土地の部n に高さが 1‡0 Ð の崖を

ö™ るもの

2唖 盛土をする土地のG 積が ˆ 00 Ð 2 であって亜盛土をした土地の部n に高さが 1‡0 Ð の崖を

ö™ るもの

3唖 盛土をする土地のG 積が 300 Ð 2 であって亜盛土をした土地の部n に高さが 2‡0 Ð の崖を

ö™ るもの

4唖 Â 土をする土地のG 積が 300 Ð 2 であって亜Â 土をした土地の部n に高さが 2‡0 Ð の崖を

ö™ るもの

〔No唖 82〕 a[ 地域内における特[ 建設作業のW+ の届出に関する記述として亜0振ÇMNÎ 1上亜

–—•“˜ŽB はどれか。

1唖 建設工事の67 に@る+ 設˜ は工作8 の—æを届け出なければならない。

2唖 特[ 建設作業開始の日までに亜都H 府県知事に届け出なければならない。

3唖 届出には亜yç 特[ 建設作業の場所の付近の見Ì 図その他環境省令で[ める書æを* 付し

なければならない。

4唖 特[ 建設作業の—æ亜場所亜W+` 間及び作業時間を届け出なければならない。
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